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協和メデックス株式会社
臨床検査試薬 「メタボリード®ＨＤＬ-C」新発売
協和メデックス株式会社(東京都中央区 社長：山口　正仁)は、新しい測定原理のＨＤＬコレステロール直接測定法試薬「メタボリード®ＨＤＬ－C」を9月3日に新発売致しました。
高密度リポ蛋白中コレステロール（ＨＤＬ－Ｃ：High Density Lipoprotein Cholesterol）は、虚血性心疾患の負のリスクファクターであるとともにメタボリックシンドロームを診断する上で重要な指標とされております。
現在、自動分析装置に適応可能な分画操作の不要な直接測定法が広く普及されておりますが、この度、協和メデックス(株)では、ポリアニオン及びカチオン性物質の静電的相互作用により、ＨＤＬ以外のリポ蛋白中コレステロールの干渉を抑制し、且つ、全てのＨＤＬ－Ｃとの反応性に優れた測定キット「メタボリード®ＨＤＬ－Ｃ」を発売致しました。
本キットは、ＨＤＬ－Ｃの基準分析法に対する相関性が極めて良好であり、コレステロールの遊離型／エステル型比に依存せず、より正確な測定値が得られます。また、ＡｐｏＥリッチＨＤＬ等を含めた全てのＨＤＬ粒子中のコレステロールとの反応性が向上していることが大きな特長として挙げられます。

協和メデックス(株)では、今後も動脈硬化やメタボリックシンドローム等の生活習慣病の診断に有用な測定キットの開発を行い、医療に貢献してまいります。
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　昭和５６年（１９８１年）に協和発酵工業株式会社（東京都千代田区 社長：松田　譲）の臨床検査部門から分離独立し、同社の１００％子会社として設立された協和メデックス株式会社は、生化学検査試薬、モノクローナル抗体を利用した免疫診断薬、医療機器などの製造・販売を行っています。

当社は、世界に先駆けて開発された酵素的測定法デタミナーシリーズや、世界初のＨＤＬコレステロール直接測定試薬など、臨床検査医学に貢献し、その発展の一翼を担っています。
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